雑纂 by unknown
Title雜纂
Author(s)




















Fondsに身を落ちつけた。同年彼は病院を主宰した。 1907年 DeQuervainは， Wilmsの後纏
者としてその時計製造者逮の村から Baselに喚ばれ， 1918年には Kocherの後任として Bern
k怖じ？と。







て居る。手投上の改良，就中 A.thyreoidea inferiorを extrafascia！に結紫して副甲n犬腺を充分
に保護する手技の完成は， 特に慣値のあるものであるが，此等手投的改良の外l'L, De 




878 日本外科賓函第 18巻第 5 減
解り切ったととであるが，活影動IJt乙依る示現法，排出粧路の検査，此等器闘の病的費化との関







ではるるが，また彼はその＂ Spezielle Chirurgische Diagnostik ＇’のうちに，それに優るとも劣ら
ね永績性の記念像を創ったので、ある。 DeQuervainの此の著は一つの事業でるった。それに依
って彼は一躍外科的智識のみたらす九外科的思惟の現代に於げる曹師教育者となった。
此の著はその影響に於で只 Billrothの“Vorlesungentiber die allgemeine chirurgische Pathcト
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居を繕えて居た Heidelbergの冬は特にその年は冷くて， ；耳二も千切れる様な寒気が毎日毎日
績いたので・あったが， Baselから Zurichへと辿りついた時には，あの Zurich湖面には春霞に
も似たものが立ちとめてゐて，湖の彼方に立並んでゐるアルフ・スの山々も判っきりと見極め得













880 日本外科貧甑第 18 理善策 5 貌
Zurichから Bernへは汽車で2時間ばかりで着いた0 Zurichでの或る朝，廻診の始る前に助
手の一人と話した時，毛の助手は」全瑞西の人口は400蔦で巴皇位のものだが，それに大撃が6
つ（Basel,Zurich, Bern, Freiburg, Lausanne, Genf）もあるので，材料は集らたい寸と言って居






















































































x × x x 
De Quervain教授と私との交渉はたピとれだけで・ある。而も何かしら忘られ得主主い印象を受
けて居るのは，彼が震へる手を使ひ乍らも自分の天職に向って謹選して居る姿を観たからでる
らう。またその人となりは，私が第二講座をと主宰する様になって，その由を報じたら L伊藤教
授も烏潟教授も自分は知って居るが貴下のクリニツクと Bern との聞には離し得たい閥係が
成立した講である寸と言ふ返事を央れたととでも解る。そして KleineSchanzeで寝買を撮って
やった子供たちからも，その後作文を作る様にして各々の手紙をーとまとめに度々選って来？と。
そしてもう現在では女拳校も卒業してしまったといふそのうちの一人は最近まで，驚くほどよ
く訓練された知識を各方面t渡って書き蓮ね，特に日本の風俗躍儀作法に封ずる概念を，員を
穿って述べて寄として居たが欧洲の事情が深刻化して来た所嬬でもるらうか，それもパタリと
来tJ.くたって，私は朗か主主彼等の姿を験の裏に描き得たがらも甚だ淋しいのである。
